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複合化対象機能の概要一覧表 

 

機能の名称 ①公共機能の説明 ②機能により実現したい施策、可能性 
③「②」を実現させるために 

実施すること、実施したいこと 
④複合化候補の他の機能とどのようなことができそうか、又はやってみたいか 

市民会館 

 市民の文化活動の発表の

場であるとともに、音楽、

演劇、伝統芸能など、様々

な文化芸術に触れること

ができる機能 

 

 様々な世代に多様な文化芸術に触れる機会を

提供し、文化芸術に関する興味関心を高め、

本市の文化芸術の次代を担う者をはぐくむ。 

 その結果として、本市独自の文化が生まれる

可能性や、世界的に有名な「アーティスト」

が藤沢から生まれる可能性がある。 

 

 多くの人に発表、鑑賞の機会を与え

る。 

 多用途に使えるホールとし、地元にゆ

かりのある人のライブやコンサート

などにも対応できるようにする。 

 子どもから高齢者まで、誰もが様々な

種類の文化芸術体験ができる機会を

創出する。 

市民ギャラリー  アートと音楽の企画展 

常設展示室 ― 

南市民図書館 
 音楽や演劇など、ホールで展開される文化芸術関係の資料の充実 

 南市民図書館所蔵レコードによる音楽会を入退出自由無料で実施 

青少年会館  「楽器を弾いてみよう」のような小中学生向けのワークショップ 

市民活動推進センター  市民活動団体と連携した文化芸術体験事業などにより、生涯学習を推

進 生涯学習室 

文書館  ホワイエ等を活用し、郷土資料等の紹介を行う 

南市民 

図書館 

 市民生活に役立ち、充実し

た図書館サービスを提供

するため、「いつでも、ど

こでも、だれでも、なんで

も」をサービスの原則とす

る施設としての機能 

 図書館を初めて利用される方からいつも利用

されている方、また障がいのある方、外国に

つながりのある方等、様々な利用者に対応す

るアクセシビリティの向上を図る。 

 立地の利便性を考慮した施設として、商業施

設での暫定移設の経験も踏まえ、幅広い世代

の方々が気軽に立ち寄り、過ごすことができ

るよう、本と人、本を通じて人と人をつなげ

ていけるような図書館を提案する。 

 市民の方々に図書館をもっと身近に

感じてもらえるよう、ＰＲ活動、展

示・イベントを通じて、図書館のサー

ビスや機能を広く周知する。 

 利用者のライフサイクル、ライフスタ

イルにあわせた図書館サービスの提

供を行うため、ＩＣＴ環境の整備とし

て、電子書籍サービスの提供やＩＣタ

グの導入に向けた検討を進める。 

市民会館  講演会やイベント等の開催 

市民ギャラリー  ワークショップや各世代向けイベントへの協力 

常設展示室  関連図書資料の展示 

青少年会館  子どもや若者に対しての読書活動の推進 

市民活動推進センター  市民活動・地域活動のための講座への協力 

生涯学習室  生涯学習講座との連携 

文書館  歴史資料や郷土資料のデジタル化の推進 

市民 

ギャラリー 

 市民のサークル活動等に

よる美術作品の展示・発表

の場としての機能 

 市民が作成した美術作品を多くの人に見ても

らうことで、製作者のモチベーション向上や

活動の継続を図るとともに、観覧者の興味関

心を高め、次の活動者となってもらうことで、

本市の美術振興につなげる。 

 図書館などの他の機能を利用する目

的で来館した人にも展示作品を見て

もらえるような仕掛け。 

 デジタル作品なども含む様々な表現

方法に対応できる考え方と設計。 

市民会館 
 市民オペラの本番に合わせた企画展 

 アートと音楽の企画展 

常設展示室 
 ギャラリー及び常設展示室を一体的に利用した大規模な展覧会の開

催 

南市民図書館  市民の展示内容に合わせたジャンルの書籍を特集 

青少年会館  青少年会館事業の発表の場としての活用 

市民活動推進センター 
 文化芸術関係団体と市民活動団体との橋渡しによる新たな市民活動

への発展支援 

生涯学習室  生涯学習室利用者への場の提供（作品展示） 

文書館  文書館資料の展示など 

 

資料２ 
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機能の名称 ①公共機能の説明 ②機能により実現したい施策、可能性 
③「②」を実現させるために 

実施すること、実施したいこと 
④複合化候補の他の機能とどのようなことができそうか、又はやってみたいか 

常設展示室 

 市民にとっての貴重な財

産である様々な分野の文

化財を公開・活用すること

により、藤沢の歴史や郷土

文化への理解を深める場

所としての機能 

 市所蔵の文化財・歴史資料

を後世に繋ぐための資料

の保存性に考慮した設備

を整えた機能 

 博物館のない本市において、それに代わる重

要な機能として位置づける 

 魅力ある様々な歴史資料（発掘された埋蔵文

化財、受け継がれてきた民俗文化財、伝承さ

れたお祭り、郷土の歴史）の公開活用を通じ

て、市民文化の向上を図る。 

 地域の歴史や文化への適切な理解は、地域へ

の愛着へと繋がり、事業を通しての交流や景

観などへの関心が高まり、地域の活性化へと

も繋がる可能性がある。 

 私たちが受け継いできた文化財を引き継ぐ次

世代の発掘や育成を促すことが期待される。 

 指定文化財等を含めた資料の展示、通

史的・網羅的な展示、実物に限らず、

パネル展や、ゆかりの品の展示など幅

広い展示を実施。 

 郷土歴史課による一貫性のあるテー

マ展示と通年の公開活用。 

 作品解説の掲示物のデジタル化を進

め、みゆネットとの連携を図る。 

 貴重な資料を展示するための温湿度

や照明等が適切に管理できる設備を

整える。 

 小中学校における授業等による活用

や子どもの長期休みに合わせた、体験

型ワークショップの実施や職員によ

る直接の解説の機会を増やす。 

市民会館 

 文化財関係講演会、無形民俗文化財（芸能）関係行事の開催 

 藤沢の歴史と関連するような公演事業（例えば、歌舞伎や人形浄瑠

璃などの伝統芸能。演目でいうと、小栗判官、白浪五人男、東海道

中膝栗毛など）により、文化と郷土の歴史のつながりを体感しても

らうことができる。 

市民ギャラリー 

 展示資料を基にした作品の公募・展示（絵画など） 

 関連企画との連携、開催 

 文化財のテーマに沿った市民の創作活動を支援し、歴史文化の価値

を共有する。 

南市民図書館 

 展示関連図書の特集コーナー 

 関連図書を用いた連携事業を定期的に開催する。または小・中学校

の長期休暇に合わせた事業を連携する。 

生涯学習室 
 定期的な歴史講座を開講（藤沢市内の遺跡・文化・歴史について な

ど） 

文書館 
 郷土の歴史を伝える文字史料と、郷土歴史課所有の資料との合同展

示 

青少年会館 

 青少年に学習と活動の場、

居場所を提供し、その健全

な育成を図るための機能 

 多様で自主的な活動の場の提供を通じて、青

少年の同世代間の連帯感の醸成や個としての

自立を促したい。特に複合化により他世代と

の交流など多様な体験活動が行え、相乗効果

に繋がることを期待している。そのような場

を提供することにより、社会性と郷土愛を身

に付け、将来の藤沢市を担う健全な青少年の

育成を目指すことが可能になると考えてい

る。 

 他施設の団体やサークルと相互に協

力しての活動や健全育成事業の講師

として迎えるなど、複合施設ならでは

の協力体制の確立。 

 青少年が他施設での職業体験をする

ことにより本人の自立を促す。 

 様々な機能が複合化するため、団体間の交流が図られ、演奏等の発表会・作品展示・

職業体験など、大きな相乗効果が期待できる。 

市民活動 

推進 

センター 

 市民活動に関する様々な

情報の提供、市民活動団体

相互の交流及び連携を促

進し、市民活動団体の自立

化を支援する機能 

 地域の生活課題を自ら解

決していくという市民活

動を広げる機能 

 市民活動の推進により、市民、市民活動団体、

事業者、市が、それぞれの持てる力を発揮し、

ともに地域を支える協働型社会の実現。 

 地域社会の実現に向けて、情報提供、

人材育成、相談対応、ネットワーク機

能、資源や施設的支援の提供、地域へ

のアウトリーチなどの支援を積極的

に行う。 

 市民活動を知る、支える、楽しむ、育

てるという重層的かつ連続性のある

取組の実施。 

市民会館  市民活動団体による講演会やイベントなどの開催 

南市民図書館 
 市民活動に関する書籍コーナーの設置 

 読書活動を推進する市民活動団体との連携事業 

青少年会館 
 市民活動の体験学習 

 青少年育成活動を行う市民活動団体との連携事業 

生涯学習室  市民活動に関する学習機会の提供 

文書館 

 市の歴史資料の収集、整

理、保存、調査、研究及び

公開可能な資料の一般へ

の閲覧に供する機能 

 市の行政資料の収集、整

理、保存及び研究並びに公

開可能な資料の一般への

閲覧に供する機能 

 現行同様にこの市の重要な記録を保存し、広

く利用し、今後の市政に活かすこと。 

 文書館の単独でなく共用施設として

展示室などを設け資料を市民へ広く

公開することで、先人の歴史を学び知

っていただくとともに現在を知り、ま

た大切な資料を保存し後世に伝える

ことが大切だと考える。 

常設展示室  企画展示で、広く多様な資料の展示が可能になる。 

南市民図書館 
 資料保存の連携調整。（保存と利用ということで異なる施設だが連携

協力が必要） 
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機能の名称 ①公共機能の説明 ②機能により実現したい施策、可能性 
③「②」を実現させるために 

実施すること、実施したいこと 
④複合化候補の他の機能とどのようなことができそうか、又はやってみたいか 

生涯学習室 

 市民会館、図書館などが複

合化される施設に集う

方々の誰もが集える場（ス

ペース・会議室） 

 生涯学習活動に限定することなく、市民活動

などを含めた様々な活動のために使用した

り、明確な使用目的がなくても「集う」ため

に使用できるようにすることで、自主的な市

民の活動を促し、生涯学習の推進や文化活動

の発展につなげる。 

 用途に応じて、スペースの区分を変え

ることができる仕様。座れる床材、選

べる什器類、無料Ｗｉ－Ｆｉ、ケータ

リング利用可など、従来の会議室では

できなかったことが利用できるよう

に整備したい。 

― 

 

 


